
山科区におけるモビリティ・マネジメント（ＭＭ）の取組について 

１ 住民活動による京阪バス生活路線の歩み 

（１） 鏡山循環バス 

平成 ８年 ３月 鏡山学区から山科駅への京阪バスの 

路線が廃止される 

平成１９年 ～  急速に高齢化が進む中で路線バス 

復活の声が高まり，鏡山学区自治連合 

会を中心に署名活動を開始 

平成２１年 ６月 地域住民 4,118 筆の署名を添えて， 

路線バス復活の要望書を鏡山学区自治 

連合会が京阪バス及び京都市交通局に 

提出 

         その後も「山科区公共交通問題研究会」及び「山科区公共交通利用促進協議会」等を

通じ，継続して京阪バスへの働きかけを行う 

平成２５年 ３月 鏡山循環バス実証運行が開始される（２便／日） 

本格運行への移行には１便平均２０人以上の利用者数が必要とされたことから，鏡山

学区自治連合会を中心に地域と連携したＭＭ活動を開始 

平成２７年 ３月 ＭＭ活動の結果，利用者数が１便平均２８人に達し，本格運行へ移行 

     １２月 鏡山学区自治連合会から京阪バス及び交通局に対して増便の要望を提出 

平成２９年 ９月 ＭＭ活動が評価され，鏡山学区自治連合会及び山科区役所が交通関係環境保全優良事

業者等表彰を受賞 

１０月 昼間便が実証運行として増便され，１日３便となる 

令和 元年１２月 国土交通大臣より，鏡山学区自治連合会及び山科区役所が交通関係環境保全優良事

業者等大臣表彰を受賞 

令和 ２年１０月 昼間便の実証運行が本格運行へ移行 

（２） くるり山科 

平成１４年 ３月 京阪バス株式会社が山科循環線 

「くるり２００」の運行を開始 

（１２便／日） 

平成１８年 ４月 山科駅への乗り入れ開始 

         「山科団地前」「西野山階町」バス停 

開設 

平成２６年 ４月 「くるり山科」に改名 

平成２９年 ２月 西野学区自治連合会から京阪バス 

及び交通局へ増便の要望を提出 

１０月 最終便が実証運行として増便され，１３便／日となる 

本格運行への移行には安定した利用客数の確保が必要であることから，山階南学区

自治連合会及び西野学区自治連合会による地域と連携したＭＭ活動が開始される 

令和 ２年１０月 最終便の実証運行が本格運行へ移行 
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（３） 小金塚循環バス 

平成１７年    小金塚自治連合会から公共バス導入 

等を求める要望書が京都市へ提出される 

平成１９年    小金塚自治連合会による「まちづくり 

計画策定委員会」発足 

小金塚自治連合会と京都市が協力し， 

バス導入を見越して域内私道の京都市 

里道への指定を開始 

平成２１年 ３月 小金塚自治連合会が「小金塚地域の安心・安全まちづくり計画」を策定し，公共交通

を重点プロジェクトに掲げる 

平成２４年    里道指定後に速やかにバスを導入できるよう，地元住民及び関係機関による「小金塚

地域公共交通導入検討会議」を立上げ，実際にバスを走らせる交通社会実験及びアンケ

ート調査を実施し，京阪バスとの協議を進める 

平成２８年 ５月 バス路線想定ルートが里道指定された 

平成３１年 ３月 小金塚循環バスの実証運行を開始 

（平日２４便／日，土曜２３便／日，休日２２便／日） 

         地域と連携したＭＭ活動を開始 

２ 地域と連携したＭＭ活動 

（１）各年度のＭＭ活動 

 鏡山循環バス くるり山科 小金塚循環バス 

平成２５年 利用者数調査，アンケート，

お試し乗車券，便利ダイヤ 

２６年 利用者数調査，チラシ，ポス

ター，スルッと KANSAI カー

ド交換 

２７年 利用者数調査，アンケート，

チラシ，啓発グッズ 

２８年 利用者数調査，チラシ，啓発

グッズ，ラジオ出演 

２９年 利用者数調査，チラシ，啓発

グッズ，ラジオ出演 

利用者数調査，啓発グッズ，

チラシ，広報誌への掲載 

３０年 利用者数調査，鏡山小学校

総合学習，啓発グッズ，ラジ

オ出演，アンケート 

利用者数調査，啓発グッズ，

チラシ，広報誌への掲載，ア

ンケート 

チラシ，敬老乗車証取得の

呼びかけ 

令和 元年 利用者数調査，鏡山小学校

総合学習，啓発グッズ，ラジ

オ出演 

利用者数調査，啓発グッズ，

チラシ，広報誌への掲載 

利用者数調査，切取式時刻

表，チラシ 

２年 鏡山小学校総合学習，子ど

も車内アナウンス，啓発グ

ッズ，チラシ，アンケート 

啓発グッズ，チラシ 利用者数調査，健康イベン

ト，親子体験乗車，チラシ 



（２）各自治連合会の主なＭＭ活動 

① 利用者数調査

各自治連合会では利用者の実態を把握するために，定期的に年数回程度の利用者数調査を行っている。

（コロナ禍のため鏡山，くるりは令和２年度から休止中）直近の調査での 1 便当たり平均利用者数は以下

の通り。自治連合会役員がバスに乗り込み実際の利用者数をカウントしている。 

鏡山循環バス ２５．８人／便 （令和２年１月２０～２６日） 

       ２０．３人／便 （令和３年１１月８～１４日） 

くるり山科  ２８．４人／便 （令和元年６月２６日，７月１２日，８月１６日） 

小金塚循環バス ６．４人／便 （令和３年５月１４日，７月１６日，１１月５日） 

② チラシ，啓発グッズの配布 

各自治連合会ではチラシ及び啓発グッズを作成し，地域のイベント等での配布や，回覧を行うことでバス

の認知度を高め利用促進を行っている。 

（令和元年９月２９日 西野学区自治連合会主催 「西野まつり」）

（令和元年１２月８日 山階南学区自治連合会主催 「ふれあい広場２０１９」）

（令和元年１２月２１日 鏡山学区自治連合会主催 「鏡山もちつき大会」）



③ 鏡山小学校総合学習 

鏡山学区自治連合会では，平成３０年から鏡山小学校３年生総合学習の地域の課題を考える時間の中で，

自治連合会会長岩崎氏がバス博士として，高齢化が進む地域における路線バスの重要性と鏡山循環バス復活

に至る取組みについての授業を行っている。また授業後は体験乗車を行い，乗客との交流を通して実際のバ

スを実感してもらい，また年末に行われる自治連合会主催「鏡山もちつき大会で総合学習では研究内容を掲

示したブースを設けるとともに児童代表が研究報告を行っている。 

④ 子ども車内アナウンス 

鏡山学区自治連合会，鏡山小学校，京阪バス株式会社が連携し，鏡山小学校５年生３３名による車内アナ

ウンスの録音を行った。子どもたちによる元気のよい声でバス停名および乗換え等の案内のアナウンスが，

令和２年１２月から鏡山循環バス車内に流れている。 

（令和元年 小金塚自治連合会作成）

（令和元年５月１５日 総合学習） （令和元年６月２０日 体験乗車）

（令和元年１２月２１日 

餅つき大会でのブース発表）

（令和２年 山科路線バス対策連絡協議会作成）



⑤ 健康イベント 

小金塚自治連合会では毎月第３水曜日を「小金塚バスの日」とし，小金塚地域の住民を対象に，小金塚循

環バスのターミナルである「藤尾小金塚」バス停に隣接するローソンイートインコーナー及び１０号バス停

付近の小金塚集会所において，各種健康チェックや講話等を行う健康イベントを実施した。健康イベントは

毎月令和２年８～１１月まで行われ血圧，骨密度，握力，足指力等の測定や健康相談，コロナ感染防止，詐

欺犯罪注意啓発等の講話を行った。 

（令和２年８月１９日 第１回健康測定，健康相談） （令和２年１１月１８日 第４回詐欺注意啓発講話）

（第１回 健康イベントチラシ）



（参考）鏡山循環バス・くるり山科・小金塚地域循環バスの路線図 

山科駅

五条別 

京都薬科大学 

陵ヶ岡天智天皇陵 

御陵駅 

御陵東 

石塚町 

北花山 

中道町 

岸ノ下町 西今屋敷 

地蔵寺 

今屋敷 

今屋敷公園 
北部農協 

様子見町 

広見町 

おちり池 

山階南小学校 

舞台町 

森野町 

椥辻駅 

山科総合庁舎 

椥辻橋 

東野 

八反畑 

竹鼻 

山階校前 

藤尾・小金塚 

中央３号 

中央７号 

中央１０号 

中央１３号 

東７号 

東１２号 

東３号 

鏡山循環バス 

くるり山科 

運行回数 

平日２４便，土曜２３便 

休日２２便

小金塚地域循環バス 

運行回数 

毎日３便 

運行回数 

毎日１４便 

外環三条 

 OpenStreetMap contributors 

この地図は，以下の著作物を改変して利用しています。 
OpenStreetMap（https://www.openstreetmap.org/） 
クリエイティブ・コモンズ・ライセンス 
表示－継承 2.0 一般（CC BY-SA 2.0） 
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/2.0/deed.ja 


